
- 1/4 -

『
過
程
の
演
習

新
国
語
問
題
集
』
補
足
・
解
説
・
解
答

３

『
柳
弧
』

人
物
関
係
を
つ
か
む

●
鍵
に
な
る
語
・
内
容
の
確
認
。
太
字
の
読
み
と
意
味
を
確
認
せ
よ
。

容

城

楊

忠

愍

公

二

十

三

歳

時
、
引

二

姪

居

県

寺

仏

永

僧

房
。
夏

日

行

瘟

疫
、
主

僧

病

倒
。
同

舎

生

即

亡

去
。

誰
？

兄

Ａ

遣

人

促

忠

愍

及

二

姪

帰
。
公

曰
、「
如

予

去
、
則

此

誰
の
？

僧

死

在

旦

夕
。」
善

遣

家

人

回
。
Ｂ

兄

又

遣

人

促

曰
、「
如

誰

？

相

染
、
勿

帰

也
。」
公

曰
、「
ア

平

日

相

与
。
有

病

去

之
、
心

寧

忍

乎
。
如

予

相

染
、
同

死

於

此

亦

可

也
。
」
於

是
、
止

取

二

姪

帰
。
公

為

之

親

供

飲

食
、
遍

求

医

薬
、
夜

則

同

寝
。
二

十

日

而

僧

癒
。

時

兄

亦

染

病

矣
。
信

到
、
公

遄

帰
、
不

解

衣

而

事

者

月

余
、

兄

癒
。
公

夫

人

亦

病
、
皆

イ

無

一

人

敢

近
。
公

親

自

調

養

之
。
数

日

而

癒
。
是

年

伝

染

甚

多
、
而

公

親

事

三

人

皆

癒
、

而

公

卒

不

染
。
Ｃ

人

皆

以

為

有

神

佑

之
。（
『
柳
弧
』
に
よ
る
）

問
１

傍
線
部
Ａ
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

遣

人

〔

促

忠
愍

及

二
姪
〕

帰

さ
せ
る

に

動
詞
１

動
詞
２

―
―
を
し
て
―
―
し
、
―
―
せ
し
む
。

動
詞
１

動
詞
２

問
２

傍
線
部
Ｂ
の
、
兄
の
二
度
目
の
催
促
に
対
し
、
忠
愍
公
が
取
っ
た
行
動
は
ど
う
い
う
も
の
だ

っ
た
か
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

〔
参
照
箇
所
―
―
直
後
の
〈
行
動
〉〕（
公
曰
、「
平
日
相
与
。
有
病
去
之
、
心
寧
忍
乎
。
如
予
相
染
、

同
死
於
此
亦
可
也
。」）
於
是
、
止
取
二
姪
帰
。
公
為
之
親
供
飲
食
、
遍
求
医
薬
、
夜
則
同
寝
。

〔
要
点
を
訳
す
〕
二
人
の
甥
を
帰
ら
せ
、
病
の
僧
の
た
め
に
食
事
の
世
話
を
し
、
薬
を
求
め
、
夜
は

い
っ
し
ょ
に
寝
た
。

〔
補
う
な
ら
せ
り
ふ
〕
も
し
病
に
感
染
し
て
、
こ
こ
で
死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
と
考
え
、

（
解
答
例
）
も
し
病
に
感
染
し
て
、
こ
こ
で
死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
と
考
え
、
二
人
の
甥
を
帰
ら
せ
、
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病
の
僧
の
た
め
に
食
事
の
世
話
を
し
、
薬
を
求
め
、
夜
は
い
っ
し
ょ
に
寝
た
。（

字
）

64

問
３

波
線
部
ア
・
イ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

ア

平

日

相

与
。
有

病

去

之
、
心

寧

忍

乎
。

●
与
に
す

●
寧
く
ん
ぞ
忍
び
ん
や
〔
反
語
〕

※
忍
び
ず
（
不
忍
）

イ

無

一

人

敢

近
。

●
敢
へ
て
近
づ
く
る
無
し
。〔
否
定
〕

◎
問
４

傍
線
部
Ｃ
で
、
人
々
が
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
な
ぜ
か
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

☆
端
的
に
言
う
と
、「
公
卒
不
染
」（
直
前
）
だ
っ
た
か
ら
。「
―
―
な
の
に
、
感
染
し
な
か
っ
た
」。

だ
か
ら
、「
神
」
の
し
わ
ざ
、
と
い
う
話
に
な
る
わ
け
。「
―
―
」
を
補
え
ば
よ
い
。

●
伝
染
病
の
三
人
を
ご
く
近
く
で
看
病
し
た
の
に
（
感
染
し
な
か
っ
た
）

こ
れ
が
〈
神
の
仕
業
〉
と
い
う
不
思
議
。
し
か
し
、〈
神
の
仕
業
〉
に
は
も
う
一
つ
あ
り
、
そ
れ
は
、

●
三
人
と
も
治
癒
さ
せ
た
（
の
は
奇
跡
だ
）

こ
の
二
つ
を
織
り
込
む
と
ベ
ス
ト
。
三
人
と
も
治
癒
さ
せ
た
上
に
、
自
分
も
感
染
し
な
か
っ
た
、

と
い
う
形
。「
ご
く
近
く
で
看
病
し
た
の
に
」
が
押
さ
え
ら
れ
れ
ば
、
六
～
七
割
。

【
解
答
】

問

人
を
し
て
忠
愍
及
び
二
姪
を
促
し
て
（
促
し
）
帰
ら
し
む

1
問

二
人
の
甥
を
先
に
兄
の
も
と
に
帰
ら
せ
た
だ
け
で
（
自
ら
は
寺
に
残
り
）
、
自
分
は
病
気
に

2
感
染
し
て
死
ぬ
の
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
覚
悟
で
僧
の
た
め
に
食
事
や
薬
の
世
話
を
し
、
夜
は
一
緒

に
寝
た
。

問

ア
＝
私
は
日
頃
か
ら
僧
と
は
共
に
過
ご
し
て
き
た
。
（
な
の
に
）
病
気
に
な
っ
て
そ
の
僧
を

3
置
い
て
去
る
の
は
、
心
が
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
耐
え
ら
れ
な
い
。

イ
＝
一
人
も
進
ん
で
（
無
理
に
・
決
し
て
・
し
い
て
）（
夫
人
に
）
近
づ
こ
う
と
す
る
者
は
い
な
か

っ
た
。

問

悪
質
の
流
行
病
に
か
か
っ
た
僧
と
兄
、
公
の
夫
人
を
親
身
に
な
っ
て
看
病
し
て
三
人
と
も
治

4
癒
さ
せ
た
の
に
、
忠
愍
公
自
身
は
最
後
ま
で
感
染
し
な
い
と
い
う
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
ら
。
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［21

］
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。
な
お
設
問
の
関
係
で
、
送
り
仮
名
を
省
い
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。〈
埼
玉
大
〉

容

城

楊

忠

愍

公

二

十

三

歳

時
、
引

二

姪

居

県

寺

仏

永

僧

房
。
夏

日

行

瘟

疫
、
主

僧

病

倒
。
同

舎

生

即

亡

去
。
兄

Ａ
遣

人

促

忠

愍

及

二

姪

帰
。
公

曰
、
「
如

予

去
、
則

此

僧

死

在

旦

夕
。」
善

遣

家

人

回
。
Ｂ
兄

又

遣

人

促

曰
、「
如

相

染
、
勿

帰

也
。」
公

曰
、「
ア
平

日

相

与
。
有

病

去

之
、
心

寧

忍

乎
。
如

予

相

染
、
同

死

於

此

亦

可

也
。
」
於

是
、
止

取

二

姪

帰
。
公

為

之

親

供

飲

食
、
遍

求

医

薬
、
夜

則

同

寝
。
二

十

日

而

僧

癒
。
時

兄

亦

染

病

矣
。
信

到
、
公

遄

帰
、
不

解

衣

而

事

者

月

余
、
兄

癒
。
公

夫

人

亦

病
、
皆

イ
無

一

人

敢

近
。
公

親

自

調

養

之
。
数

日

而

癒
。
是

年

伝

染

甚

多
、
而

公

親

事

三

人

皆

癒
、
而

公

卒

不

染
。
Ｃ
人

皆

以

為

有

神

佑

之
。

（
『
柳
弧
』
に
よ
る
）

注

容
城
＝
地
名
。

楊
忠
愍
公
＝
人
名
。

姪
＝
甥
。

仏
永
＝
僧
の
名
。

行
＝
流

行
す
る
。

瘟
疫
＝
悪
質
の
流
行
病
。

旦
夕
＝
短
い
時
間
。

家
人
＝
召
使
い
。

調
養
＝
看
病
す
る
。

【
原
文
】

容

城

楊

忠

愍

公

二

十

三

歳

時
、
引

二

姪

居

県

寺

仏

永

僧

房
。
夏

日

行

瘟

疫
、
主

僧

病

倒
。
同

舎

生

即

亡

去
。
兄

遣

人

促

忠

愍

及

二

姪

帰
。
公

曰
、
「
如

予

去
、
則

此

僧

死

在

旦

夕
。
」
善

遣

家

人

回
。
兄

又

遣

人

促

曰
、「
如

相

染
、
勿

帰

也
。
」

公

曰
、
「
平

日

相

与
。
有

病

去

之
、
心

寧

忍

乎
。
如

予

相

染
、
同

死

於

此

亦

可

也
。」
於

是
、
止

取

二

姪

帰
。
公

為

之

親

供

飲

食
、
遍

求

医

薬
、
夜

則

同

寝
。
二

十

日

而

僧

癒
。
時

兄

亦

染

病

矣
。
信

到
、
公

遄

帰
、
不

解

衣

而

事

者

月

余
、
兄

癒
。
公

夫

人

亦

病
、
皆

無

一

人

敢

近
。
公

親

自

調

養

之
。
数

日

而

癒
。
是

年

伝

染

甚

多
、
而

公

親

事

三

人

皆

癒
、
而

公

卒

不

染
。
人

皆

以

為

有

神

佑

之
。

（
『
柳
弧
』
に
よ
る
）
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問
１

傍
線
部
Ａ
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

問
２

傍
線
部
Ｂ
の
、
兄
の
二
度
目
の
催
促
に
対
し
、
忠
愍
公
が
取
っ
た
行
動
は
ど
う
い
う
も
の
だ

っ
た
か
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

［
目
安
］70

字

問
３

波
線
部
ア
・
イ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

ア
［

］

イ
［

］

◎
問
４

傍
線
部
Ｃ
で
、
人
々
が
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
な
ぜ
か
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

［
目
安
］70

字

【
解
答
】

問1

人
を
し
て
忠
愍
及
び
二
姪
を
促
し
て
帰
ら
し
む

問2

二
人
の
甥
を
先
に
兄
の
も
と
に
帰
ら
せ
た
だ
け
で
（
自
ら
は
寺
に
残
り
）、
自
分
は
病
気
に
感

染
し
て
死
ぬ
の
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
覚
悟
で
僧
の
た
め
に
食
事
や
薬
の
世
話
を
し
、
夜
は
一
緒
に

寝
た
。

問3

ア
＝
私
は
日
頃
か
ら
僧
と
は
共
に
過
ご
し
て
き
た
。（
な
の
に
）
病
気
に
な
っ
て
そ
の
僧
を
置

い
て
去
る
の
は
、
心
が
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
耐
え
ら
れ
な
い
。

イ
＝
一
人
も
進
ん
で
（
夫
人
に
）
近
づ
こ
う
と
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

問4
悪
質
の
流
行
病
に
か
か
っ
た
僧
と
兄
、
公
の
夫
人
を
親
身
に
な
っ
て
看
病
し
て
三
人
と
も
治

癒
さ
せ
た
の
に
、
忠
愍
公
自
身
は
最
後
ま
で
感
染
し
な
い
と
い
う
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
ら
。


